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特別講演抄録 サjレコイドーツス研究の現況と展望
原因不明の疾患としてサルコイドーツスが近時わが国
でも注目を集めているところである。最近国家的な対策
がとられることになったいわゆる難病のうちに加えられ
ることが決定しさらに研究が進められることになった。
発見される患者数が明らかに増加傾向を示している現在
たいへんよろこぼしいことと考える。すでに 1962年以
来全国的な規模でサルコイドーツス研究協議会が結成さ
中央鉄道病院千 葉 保 之
れ，これに関心を有する研究者によって探求されて来て
いるが，本年 9月，東京上野の文化会館において第 6回
国際サルコイドージス会議が開催されることになった。
日本の学問的水準も諸外国に劣るものではないことが示
されよう。この会議における講演内容を概観し，併せて
われわれの国鉄クリレープによる従来までの研究成果を紹
介したい。
パネルディスカッション抄録 小児の救急医療一実例を中心として-
1. 血液型不適合の管理
(千大小児)将基面 誠
産科から小児科への境界領域における新生児の救急疾
患としては，肺換気異常・未熟児・先天異常・感染・脱
水・溶血性疾患等多くのものがある。この大半は出産後
に発見されるのであるが，新生児溶血性疾患については
妊娠中に予測可能である。そこで産科の立場より「妊娠
中予測可能な救急医療」として新生児溶血性疾患をとり
あげてみたい。
本邦における血液型不適合妊娠による新生児溶血性疾
患の大部分は， ABO式血液型と Rh式血液型によるも
のである。前者によるものの予測は困難な場合が多い
が，後者 Rh不適合に関しては，病理・診断・治療及び
予防法がほぼ確立された現状にある。そこで教室におけ
る過去 6年間の Rh式血液型不適合妊娠の症例につい
て，抗体検索・羊水分析など妊娠中の管理および新生児
の取扱いについてふれたいと思う。 
2. 意識障害-急性脳症-
(成田日赤小児)福本泰彦
(国立千葉小児)森 和夫
(。病理)川上 仁
小児の意識障害を来す疾患の一つに急性脳症がある。
座長 久保政次
比較的健康であった乳幼児が，突然発熱，痘箪，意識障
害を呈し，急激に重篤状態に陥るもので，髄液には異常
を認めず，神経学的局所症状を欠く。この病態は Lyon 
(1961)の提唱以来注目されるようになったが，特筆さ
れることは経過の急激さと致命率の高さ，および神経後
遺症の頻度の大なることである。反面本症の病因は未だ
不明であり，治療も確立されるにいたっていない。われ
われは成田赤十字病院，国立千葉病院において遭遇した
症例について，近縁疾患(消化不良性中毒症，痘聖堂重積
症その他)と対比しつつ検討を試みた。剖検及び臨床所
見より，本症での著しい脳・神経症状は，脳浮腫による
脳幹部の Rostal→Cauda1 の圧迫機転の進行と，ほぼ
一致するように思われる。したがって本症の管理上，脳
幹圧迫徴候の経時的な追求が重要であり，相応した減圧
療法が，治療の中心とされるべきであろうと考える。 
3. 呼吸困難
(千大小児)船橋 茂
「呼吸困難」は小児科領域においても，日常しばしば
遭遇する症状の一つであり，それを惹起する原因として
は気道の閉塞，一次的な気管支・肺病変，心疾患，血液
疾患，心因的および神経系の諸疾患が挙げられる。
このうち実際の臨床の場において，また疫学的にも，
その増加が指摘されている気管支瑞息に由来するものは
重要である。端息発作は震発作から重積状態まで，その
